
令和９（２０２７）年度入学者選抜用（全日制課程） 
学校（学科）情報  

学校名 

とちぎけんりつかぬまこうとうがっこう 

所在地 

及び 

アクセス 

〒322-0043 

栃木県鹿沼市万町９６０番地 

 東武新鹿沼駅から徒歩７分、鹿沼市リーバス

「鹿沼高校前」下車徒歩１分、関東バス「鹿沼

高校入口」下車徒歩８分 

       栃木県立鹿沼高等学校 

課程 
生徒数 

（Ｒ８．５．１現在） 
設置学科 電話 ０２８９-６２-５１１５ 

全日制課程 

670人 

 男 329人 

 女 341人 

普通科 学校ＨＰ 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/ 

kanuma/nc3/ 

スクール・ミッション 
一人一人のキャリア形成を見据えた全人教育を通して、高い志を持ち、地域及び社会の発展

に貢献する人物を育成する学校 

スクール・ポリシー 

【グラデュエーション・ポリシー】 

本校では、次のような資質・能力を育成します。 

・様々な問題の解決に尽力するためのリーダーシップとフォロワーシップ 

・持続可能で豊かな社会の発展に貢献することのできる幅広い教養と確かな学力 

・他者と協働して物事を成し遂げられる自律的・主体的な態度、柔軟な思考力と判断力 

【カリキュラム・ポリシー】 

本校では、次のような教育活動を実施します。 

・幅広い知識と教養を身に付けるための、探究的で知的好奇心を育てる質の高い授業 

・生徒一人一人に適したキャリア形成を見据えた、多様できめ細かなキャリア教育 

・自他を愛する豊かな人間性と協調性を育むための、生徒を主体とした学校行事 

・文武両道の実践により、知・徳・体の調和がとれ、志の高い生徒を育てる教育 

【アドミッション・ポリシー】 

本校では、次のような生徒の入学を期待しています。 

・学習に対する能力・意欲が高く、部活動・生徒会活動・学校行事等に積極的に取り組むこと

ができる生徒 

・将来の夢や目標が明確で、その実現に向けて努力を継続できる生徒 

・様々な文化や立場の人を理解しようと努め、周りと協力して課題を解決し地域社会の発展

に貢献する意欲のある生徒 

その他特記事項 

令和８年度強化推進拠点校      男子 弓道  女子 弓道   

男子 ア－チェリ－  女子 ア－チェリ－ 

令和８年度普及育成推進拠点校  女子 剣道   

男子 フィ－ルドホッケー  女子 フィ－ルドホッケ－ 

 

 



入試情報（全般） 

学力検査と調査書

の評定等の比重 

学力検査（学力点） 調査書の評定

（調査書点） 

学校独自検査

（独自検査点） 国語 数学 英語 社会 理科 計 

 
特色選抜 

１００ １００ １００ １００ １００ ５００ 

［71％］ 

135 

［19％］ 

65 

［9％］ 

 
一般選抜 

１００ １００ １００ １００ １００ ５００ 

［79％］ 

135 

［21％］ 
― 

選抜の手順等 

【第１次選抜（特色選抜）】  

調査書や学校独自検査結果を重視し、学力検査結果も活用して選抜する。 

「資料の取扱い」 

・自己表現シートは、調査書とともに、資格要件の確認及び学校独自検査時の参考資料と

して用いる。 

・調査書の「特別活動の記録」の「特記事項」及び「その他参考となる諸事項等の記録」は

学校独自検査時の参考資料とし、学校独自検査を通じて見取った内容を踏まえ評価す

る。 

  ・学校独自検査で見取った内容は、「学校独自検査の評価表【別表１】」を基に評価する。 

「選抜の手順」 

第１次審議  学力点、調査書点及び独自検査点の合計点が特色選抜定員の上位 80％

の者（ただし、受検者が（特色選抜の募集）定員に満たない場合は、受検者

の 80％以内にある者）のうち、学校独自検査の評価の観点全てにおいて良

好以上の者を選び、合格させる。 

第２次審議  第１次審議において合格となった者を除いた全ての受検生について、調査書

の点数化されない部分を総合的に十分勘案して合格者を決定する。 

 

【第２次選抜（一般選抜）】 

学力検査結果を重視し、調査書等を活用して選抜する。 

選抜の詳細については、令和９年度栃木県立高等学校入学者選抜実施細則のとおり。 

第２志望の志願等  

合格者発表 

日時 令和９年３月１２日（金）午前１０時から 

場所 本校東体育館 

その他 入学予定者説明会を、３月 25日（木）９時 30分から実施する。 

 

 

 

 



特色選抜入試情報 

特色選抜の割合 25％ 

特色選抜資格要件 

本校入学後、教科学習や特別活動などに探究的に取り組むことができる者で、次の(1)

又は(2)のいずれかの要件を満たす者 

(1) 明確な進路目標を持ち、中学校時代にその実現に向けて学力向上につながる資格試

験の上位の級（※１）や学術的コンテスト（※２）などに挑戦した経験を有し、本校入学

後も進路実現に向けて意欲的に学習活動に取り組む意志のある者。 

   ※１ 「資格試験の上位の級」とは、実用英語技能検定準２級など。 

   ※２ 「学術的コンテスト」とは、「栃木県理科研究展覧会」、「栃木県英語スピーチコンテ

スト」など。 

(2) 中学校時代に、個人・団体を問わず、文化・スポーツ・社会活動のいずれかの分野にお

いて目標を持って継続的に取り組んだ者、あるいは、生徒会活動や部活動などにおいて

リーダーシップを発揮した者で、本校入学後も学習と両立させ、それらの活動において

目標を持って積極的に参加する意志のある者。 

自己表現シートの

学校独自質問 

なし 

選抜の方法 

・学力検査 

※一般選抜で実施する学力検査をもってこれに代える。 

・学校独自検査 

「プレゼンテーション」（資格要件（（1）または（2）を満たす理由について）） 

 検査時間は１０分とする（プレゼンテーションの時間５分、質問・回答の時間３分とし、出入

りの時間を含めて１０分）。 

提出書類 

・入学願書 

・調査書 

・自己表現シート 

・その他必要な書類 

検査当日の日程 

２月２５日（木）、２６日（金） 

＊２６日は実施しない場合もある 

学校独自調査の開始時刻及び終了時刻は受検者によって異なるので、受検票の印刷時の

諸連絡でお知らせする。 

検査当日の必携品 令和９年度栃木県高等学校入学者選抜実施細則のとおり。 

検査実施に係る 

その他の事項 

必要な物品があれば持ち込むことができるが、一人で検査場まで持ち運んで時間内に準備

でき、安全面で問題がなく、管理上問題がないものとする。音が出るものについては、他の検

査室に聞こえるような大音量のものは不可とする。また、ICT 機器については、中学校で使用

しているタブレットのみ、オフラインでの使用を認める（動画は３０秒以内とする）。なお、検査

会場の備品等の使用は認めない。 

 



一般選抜入試情報 

選抜の方法 学力検査 

提出書類 

・入学願書 

・調査書 

・その他必要な書類 

検査当日の日程 

２月２４日（水） 備考 

学力検査日の受付、学力検査時間について

は、入学者選抜実施細則のとおり。 

海外帰国者、外国人等の措置を受ける場合

には、日程を別途連絡する。 

傾斜配点  

検査当日の必携品 令和９年度栃木県高等学校入学者選抜実施細則のとおり。 

検査実施に係る 

その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別表１】学校独自検査の評価表①  

評価の観点 

ア 目標達成への意欲と計画性、努

力を継続する力 

イ 主体的な課題解決能力 ウ 自己表現力と未来への展望 

評価規準 

 明確な目標を持ち、その実現に向

けて具体的な計画を立て、粘り強く

努力を継続できている。 

 学習やその他の活動の中で自ら課

題を見出し、創意工夫しながら課題解

決に取り組むことができている。 

 高校生活と将来の展望につい

て、言葉の使い方や表現の仕方を

工夫しながら、具体的に伝えること

ができている。 

評価基準 

「優秀であると評価できる」状況 

明確な目標の実現に向けて具体

的な努力を継続してきたことが十分

うかがえる。 

「優秀であると評価できる」状況 

 自ら課題を見出し、創意工夫しなが

ら課題解決に取り組んできたことが十

分うかがえる。 

「優秀であると評価できる」状況 

 言葉の使い方や表現の仕方が非

常に工夫され、高校生活と将来の

展望も具体的で説得力がある。 

「良好であると評価できる」状況 

明確な目標の実現に向けて具体

的な努力を継続してきたことがある

程度うかがえる。 

「良好であると評価できる」状況 

 自ら課題を見出し創意工夫しながら

課題解決に取り組んできたことがある

程度うかがえる。 

「良好であると評価できる」状況 

 言葉の使い方や表現の仕方が工

夫され、高校生活と将来の展望も

ある程度具体的である。 

「努力を要すると評価できる」状況 

目標が明確ではない、または、ど

のような努力を継続してきたか明確

ではない。 

「努力を要すると評価できる」状況 

 自ら課題を見出し、創意工夫しなが

ら課題解決に取り組んできたことがう

かがえない。 

「努力を要すると評価できる」状況 

 言葉の使い方や表現の仕方が不

十分で、高校生活と将来の展望も

あいまいである。 

独自検査点の算出方法 

それぞれの観点について、３段階で段階評価する。 

３人（または２人）の評価者の段階評価を基に、６５点満点で独自検査点を算出する。 

  


